
平成30年北海道胆振東部地震への戦略的イノベー
ション創造プログラム（SIP）「レジリエントな
防災・減災機能の強化」の研究開発技術活用実績

について（報告）

参考資料



① 防災情報共有システム（SIP4D） （１／２）
エスアイピー フォー ディー

緊急物資輸送支援用地図

道路通行実績（パイオニア,9/9）（線）
【凡例】

通行規制

1

n 道及び市町村の物資集積拠点情報に、道路規制情報を重ね合わせ．
n 主に緊急物資調達・輸送チームにおいて、物資輸送の戦略立案等に活用



① 防災情報共有システム（SIP4D） （２／２）

通信事業者支援用地図

エスアイピー フォー ディー

【凡例】

2018年９月７日（対策前） 2018年９月９日（対策後）

通信状況
対応エリア

利用できないエリア

2

n 通信状況に、市区町村役場位置と避難所情報を重ね合わせ．
n 主に通信事業者において、通信エリア復旧の戦略立案等に活用.



重傷者発生予測

②災害時保健医療活動支援システム

重傷者搬入予測

発災直後より
① 重傷者の搬入予測
② 医療機関被害予測
③ 重傷者搬出数予測

DMAT派遣先予測

発災後８時間以内に
① DMAT派遣先を予測
② 最大派遣数を予測
③ 到着時間を予測

重傷者の発生予測と
地域リスクの視覚化

人工知能を用いた
DMATの最適配置

人工知能による
重傷者の搬送支援

震度速報

重傷者搬送先予測
発災後24時間以内に
① 受入医療機関予測
② 搬送手段を探索
③ 予測到着時間を提示
④ 最短経路を提示

災害時保健医療活動支援システム（DIS for Health and Medical）

災害時広域医療情報システム（EMIS)

API

5SIP「レジリエントな防災・減災機能の強化」課題④ 2014,2015,2016,2017

府省庁連携防災
情報共有システム

（SIP4D)
• 震度情報
• 道路啓開情報
• 施設倒壊情報

国・自治体・民間
データベース

• 市町村人口
• ２次医療圏情報
• 避難所情報

API

3

n SIP4Dで配信される情報を利用し，厚労省EMIS等を使って重傷者搬入予測・DMAT等最
適配置を行い，災害時保健医療の最適化を実現．



② 災害時保健医療活動支援システム

データ提供：災害時保健医療活動支援システム

ＤＭＡＴ活動支援地図

4

n 災害時保健医療活動支援システムからＳＩＰ４Ｄに提供された医療機関情報と断水状況
を重ね合わせ被災地の保健医療活動に活用.



震度曝露人口

③ リアルタイム被害推定システム（1/2）

5

デジタルデータ

限定試験公開

WEB

(http://www.j-risq.bosai.go.jp/report/)

種別、年代別建物モデル
建物内滞留人口モデル

昼間・夜間人口モデル
時間帯別人口モデル

被害関数
250m四方メッシュ毎に被害推定

地盤増幅

建物被害棟数
人的被害

強震連続観測
震度情報

地震動分布

震度情報

約10分で被害推定を完了

地震発生！

K-NET
KiK-net

自治体
気象庁

5

n 震度情報、建物分布情報、地盤情報等を基に被害シミュレーションを行い、発災後10分
程度で建物被害、人的被害等を防災関係機関に提供するシステム.



③ リアルタイム被害推定システム（2/2）

【推定全壊棟数分布】 【建物被害による推定人的被害】

2018年9月6日3:07頃に発生した北海道胆振東部地震（M6.7）に
おいて、地震の発生後、建物全壊棟数分布を推定。

被害推定に用いている震度データの一部（地
方公共団体及び気象庁の震度データ）は気象
庁より提供。

推定震度分布

6

n 2018年9月6日北海道胆振東部地震（M6.7最大震度7）
n リアルタイム地震被害推定システム（暫定版）における被害推定

死者数：26人～254人 重傷者数：31人～399人



④衛星利用災被害抽出技術

※SARとは、Synthetic Aperture Radar（合成開口レーダー）の略であり、
電磁波（マイクロ波）を利用し、地表の標高や変化の映像を作り出すレ
ーダー。可視光や赤外線画像に比べ、昼夜にかかわらず、また天候に
左右されない利点を持つ。

NDSI
（ Filtered ）

    

ALOS-2 SAR浸水域抽出処理フロー

上図のイメージは平成27年常総市水害のもの

ALOS-2緊急観測タイムライン
9月6日03時08分 地震発生
同日04時10分 国土交通省より観測要請
同日11時40分 ALOS-2観測（昼パス）
同日18時43分 国交省に判読結果を提出
同日22時37分 ALOS-2観測（夜パス）
9月7日05時27分 国土交通省に判読結果を提出

ALOS-2観測画像（北海道厚真町字富里付近）

土砂崩落 土砂流入と推定
される土砂堆積

7

n 夜間・悪天候時にも広域に衛星観測ができるALOS-2 SARの特徴を活かし、SIPでは
SAR画像から浸水域抽出範囲を自動抽出する技術.

n 防災関連機関での、悪天候・夜間での被害概要の把握に活用
n 土砂崩落に伴う、河川域への土砂崩落・堆積箇所（16箇所）を抽出、解析結果を国土交

通省やSIP4Dに提供



⑤エリアメール多言語提供システム

気象庁エリアメールの場合

「地震です！」「津波です！」（気象庁緊急地震速報・津波警報
等）を多言語（英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル
語）でお知らせ（音声+文字）。
【日本全国で導入済】

自動翻訳され外国語で
お知らせ

自治体エリアメールの場合

「〇〇避難所へ！」「〇〇川が氾濫！」自治体が出す避難勧告
災害・避難等災害に関わる具体的情報を多言語（英語、中国
語、韓国語）に翻訳。
【全国99.9％以上の自治体で導入済(2018.6.30現在)】

ピクトグラム付きメール

受信画面のボタンで自
動翻訳

Translate
ボタンを押す
だけ！

となりのボタンを押すと自分の設
定アプリで翻訳も可能

8

n 日本においては、災害時に緊急性の高い情報がエリアメール（緊急速報メール）として、
特定エリアの携帯電話に配信される。

n エリアメールは気象庁エリアメールと自治体エリアメールとの２種類がある。



⑥ＳＮＳ情報要約システム（D-SUMM） （１／２）

9

平成30年北海道胆振東部地震 動作例

北海道厚真町
9/6 3:00-11:00
時系列で要約した結果

n ツイート統計情報を地図上に表示することにより、救援活動で焦点とすべき地点が一目
でわかる.



⑥ＳＮＳ情報要約システム（D-SUMM） （２／２）
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厚真町で地響きがして5，6時間後に大きな地震が来ると
いうデマの矛盾情報を検出

函館市内で断水するというデマの矛盾情報を検出

n デマの判断材料である矛盾情報検出例.



⑦液状化危険度評価技術 （１／２）

11

関係機関（消防機関・自治体・事業所）

迅速かつ的確な応急対応・点検

石油タンクや周辺施設の異常・被害発生について
特に注意を払うべき所はどこかがわかる

事故・被害のより効果的な予防対策

地
震
発
生
前

石油コンビナート
地域における強震
動予測

石油コンビナート地震
時被害推定システム

地
震
発
生
時

石油コンビナート地域における
強震観測

強震動の
事前予測
（南海トラ
フ・・・）

石油タンクや周辺施設の被害推定

●液状化危険度評価技術
地震動情報
伝送伝達

n 石油コンビナート地震時被害推定システムの仕組み.

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
結果等

地震情報●

●
●



⑦液状化危険度評価技術 （２／２）
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①地震波形データ入力

②個々のタンク諸元を入力

③微地形分類を利用した苫小牧市の
石油コンビナート液状化評価結果

④危険物漏洩の推定結果を地図上に図示
（青色は漏洩なしの意味）

n 石油コンビナート地震時被害推定システム利用イメージ



SIP研究開発技術の実災害における活動状況

2016.4
熊本地震
・SIP4D
・被害・推定

2017.7
九州北部豪雨
・SIP4D
・ICTユニット

2018.6
大阪府北部地震
・防災情報共有システム（SIP4D）
・リアルタイム被害推定システム
・エリアメール多言語提供システム
・ＳＮＳ情報分析システム（Ｄ-ＳＵＭＭ）

2015.9
常総水害
・SIP4D
・医療活動支援

2018.7
平成30年7月豪雨
・防災情報共有システム（SIP4D）
・ため池防災支援システム

・衛星利用被害抽出技術
・土砂災害危険度評価システム
・エリアメール多言語提供システム
・ＳＮＳ情報分析システム（Ｄ-ＳＵＭＭ）

2018.9
平成30年北海道胆振東部地震
・防災情報共有システム（SIP4D）
・リアルタイム被害推定システム

・衛星利用被害抽出技術
・エリアメール多言語提供システム
・ＳＮＳ情報分析システム（Ｄ-ＳＵＭＭ）
・液状化危険度評価技術
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